
福祉厚生常任委員会審査日程

招集日時：令和５年９月１１日（月曜日）午前１０時００分

場 所：議事堂大会議室

※議案第４９号の質疑と付託議案外質疑は、事前に文書で通告

１．開議

２．議案審査

３．付託議案外質疑

４．市長提出議案の討論・採決

５．令和５年第１回意見交換会時のご意見・ご要望について（委員のみ）

６．その他

７. 散会

※審査は議案番号順に行いますが、審査状況により変更となる場合があります。
※議案質疑・議案外質疑に関係する原則課長補佐職以上のみ、かつ、自己の所管業務に関する部分に限って

のみの出席でお願いします。

議案番号 件 名 備 考

議案第４９号 令和５年度取手市一般会計補正予算（第７号）（所管事項）

議案第５１号 令和５年度取手市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

一括議題議案第５２号 令和５年度取手市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第５３号 令和５年度取手市介護保険特別会計補正予算（第１号）

認定第 ３号 令和４年度取手市国民健康保険事業特別会計決算の認定について

認定第 ４号 令和４年度取手市後期高齢者医療特別会計決算の認定について

認定第 ５号 令和４年度取手市介護保険特別会計決算の認定について



福祉厚生常任委員会

「付託議案」質疑事前通告一覧表

令和５年第３回定例会

議案番号及び

議案名

質疑

順位
質疑者 質疑事項 質疑要旨

議案書の

掲載ページ

議案第４９号

令和５年度取

手市一般会計

補正予算（第７

号）（所管事項）

１ 佐野太一

委 員

高圧気中開閉器改修

工事請負費について

１ 高圧気中開閉器とはどのようなものか

２ 地絡事故及び広域停電などの波及事故防止ということについての詳

細

議案書

P17

公立保育所遊具設置

工事費について

１ 遊具の年々厳しくなる基準とはどう厳しくなってきているのか

２ 設置する遊具は現在の気候状況などに配慮したものになっているの

か

議案書

P19

２ 齋藤久代

委 員

保育所の施設整備に

要する経費について

１ 保育所遊具設置工事

（１）どこに設置するのか

（２）どんな種類の遊具を設置するのか

議案書

P19



福祉厚生常任委員会

「付託議案外」質疑事前通告一覧表

令和５年第３回定例会

質疑

順位
質疑者 質疑事項 質疑要旨

１ 石井めぐみ

委 員

民間保育園の運営について １ 保育士の配置基準

健康づくり推進事業につい

て

１ 健康づくり施策の現状と今後の方向性

２ ママのからだとこころのケア教室の実施状況

２ 齋藤久代

委 員

「オンライン就職説明会」

（８/29）について

１ 開催状況（内容、参加者や反応、その後の伸展等）

２ 市内保育施設の、保育士・保育教諭人員状況

国保基金について １ 現状とシミュレーション

３ 遠山智恵子

委 員

乳幼児健診について １ ２か所あった保健センターが１か所になって、特

に乳幼児健診等に不便になってはいないか、状況と

対応

介護保険事業計画策定につ

いて

１ 進捗状況と課題



歳 入 千円 割合

国民健康保険税 1,851,296 16.07%

使用料及び手数料 1,571 0.01%

国庫支出金 141 0.00%

県支出金 7,309,132 63.45%

財産収入 165 0.00%

繰入金 966,503 8.39%

繰越金 1,295,015 11.24%

諸収入 96,513 0.84%

合計 11,520,336 100.00%

歳出 千円 割合

総務費（職員等給与以外） 74,211 0.70%

保険給付費 7,014,827 65.83%

国保事業費納付金 2,224,763 20.88%

共同事業拠出金 1 0.00%

保健事業費 158,312 1.49%

基金積立金 1,000,000 9.38%

諸支出金 36,325 0.34%

職員給与費等 147,173 1.38%

合計 10,655,612 100.00%

令和４年度国民健康保険事業特別会計決算

   【歳入】

   【歳出】

国民健康保険税

使用料及び
手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入

総務費（職員等給
与以外）

保険給付費

国保事業費納付
金

共同事業拠出金
保健事業費

基金積立金

諸支出金

職員給与費等



歳　入 千円 割合

後期高齢者医療保険料 1,607,134 47.69%

使用料及び手数料計 216 0.01%

一般会計繰入金 1,731,743 51.39%

前年度繰越金 26,747 0.79%

諸収入計 3,905 0.12%

県支出金 0.00%

合計 3,369,745 100.00%

歳　出 千円 割合

総務費（職員等給与以外） 148,568 4.45%

総務費（職員等給与） 48,482 1.45%
後期高齢者医療広域連
合納付金

3,115,216 93.23%

諸支出金 29,313 0.88%

予備費計 0 0.00%

合計 3,341,579 100.00%

令和4年度後期高齢者医療特別会計決算
【歳入】

【歳出】

後期高齢者医
療保険料

使用料及び手
数料計

一般会計繰入
金

前年度繰越金

諸収入計
県支出金

総務費（職員
等給与以外） 総務費（職員

等給与）

後期高齢者医
療広域連合納

付金

諸支出金

予備費計



令和4年度介護保険特別会計決算

高齢福祉課

（単位：円）

決算額 決算額

介護保険料 2,061,119,110 総務費 174,754,958

手数料 237,000 介護サービス等諸費 7,330,594,929

介護給付費負担金（国庫） 1,483,042,336 介護予防サービス等諸費 191,952,957

介護予防・日常生活支援総合事
業交付金（国庫）

43,307,000 審査支払手数料（介護給付） 7,341,144

介護予防・日常生活支援総合事業以
外の地域支援事業交付金（国庫）

86,355,885 高額介護サービス等費 192,476,533

財政調整交付金（国庫） 113,554,000 高額医療合算介護サービス等費 26,803,904

保険者機能強化推進交付金 24,977,000 特定入所者介護サービス等費 169,773,682

介護保険保険者努力支援交付金 25,737,000 介護予防生活支援サービス事業費 183,282,645

災害臨時特例補助金 0 一般介護予防事業費 10,674,860

災害等臨時特例補助金 0 包括的支援事業費・任意事業費 187,970,432

介護保険システム改修費 44,000 基金積立金 89,235,143

介護給付費交付金（支払基金） 2,149,704,000 審査支払手数料（総合事業） 665,589

地域支援事業支援交付金
（支払基金）

54,710,000 諸支出金 190,297,305

介護給付費負担金（県費） 1,230,905,025 予備費 0

介護予防・日常生活支援総合事
業交付金（県費）

25,328,750

介護予防・日常生活支援総合事業以
外の地域支援事業交付金（県費）

43,177,942

財産収入 37,143

介護給付費繰入金 1,019,642,000

介護予防・日常生活支援総合事
業一般会計繰入金

26,988,000

介護予防・日常生活支援総合事業以
外の地域支援事業一般会計繰入金

45,744,000

その他一般会計繰入金 188,035,000

低所得者保険料軽減繰入金 104,791,500

基金繰入金 64,133,000

繰越金 293,727,828

諸収入 288,637

合 計 9,085,586,156 合 計 8,755,824,081

歳 入 歳 出 差 引 残 額 329,762,075

歳 入 歳 出

介護保険料

手数料

介護給付費負担金

（国庫）

介護予防・日常生活支援

総合事業交付金（国庫）

介護予防・日常生活支援

総合事業以外の地域支

援事業交付金（国庫）

財政調整交付金（国庫）

保険者機能強

化推進交付金

介護保険保険者努力支援交付金

災害臨時特例補助金

災害等臨時特例補助金

介護保険システム改修費

介護給付費交付

金（支払基金）

地域支援事業支援交付金

（支払基金）

介護給付費負担金

（県費）

介護予防・日常生活支援

総合事業交付金（県費）

介護予防・日常生活

支援総合事業以外

の地域支援事業交

付金（県費）

財産収入

介護給付費繰入金

介護予防・日常生

活支援総合事業

一般会計繰入金

介護予防・日常生活支援

総合事業以外の地域支

援事業一般会計繰入金

その他一般会計繰入金

低所得者保険料軽減繰入金

基金繰入金

繰越金

諸収入

歳　入

総務費

介護サービス等諸費

介護予防サービス等

諸費

審査支払手数

料（介護給付）

高額介護サービ

ス等費

高額医療合算介護

サービス等費

特定入所者介護

サービス等費
介護予防生活支援

サービス事業費

一般介護予

防事業費

包括的支援事業

費・任意事業費

基金積立金 審査支払手数

料（総合事業）

諸支出金

予備費

歳　出



【福祉厚生常任委員会】令和５年第１回市民との意見交換会の要望・意見調査報告

項目 要望・意見 現状（回答）

１

コロナも収まりつつあるので第5圏域の地域支え合いづくり推進協議会の

設置・活動を確立してほしい。

第４・第５圏域については、当面は一つの協議体として、地域支え合いづくりを行ってい

ます。今後、第２層協議体の活動が充実化した際には、第４圏域並びに第５圏域に、それ

ぞれ協議会を設置する方向性を確認しています。議会としても注視していきます。

２

かたらいの郷について

・「かたらいの郷」で盗難がある。カメラの管理がなされていない。

・杖を持ち込んではいけないのはおかしい（他グリスポなど可能）改善し

てほしい。

・17時閉館…16時半に出るように促される。17時まで使えるようにして

ほしい。

・ロッカーにカギをつけるなど検討してほしい。

・盗難があったというお声は、指定管理者のほうには届いていないようです。館内には複

数のカメラが設置されており、手荷物に関しては、自己管理をお願いしたいと思います。

しかし、入浴の際に靴の履き違え等は散見されるようなので、議会としては、今後、注意

喚起の張り紙や番号札の導入などを要望したところ、検討されることになりました。

・かたらいの郷においては、利用者が施設内で、つえや靴型の装具、車椅子などを使用す

ることを制限はしておりません。ただし、脱衣場と大浴場については、つえを使用しなが

らの入浴は危険を伴うので制限しています。大浴場については、高齢者などのための手す

りなどが備え付けられております。

・16時までにお風呂の受付を済ませて、16時半で入浴を終了し、17時の閉館に間に合

うようにというような形で運用を行っていることを確認しましたが、きっちり16時半で

ということではなく、臨機応変に対応できないかということを、議会としてお伝えしまし

た。

３

お風呂施設（市内3か所）のお風呂の時間を1か所でもずらしてほしい。

理由は、今の時間では、働いている人は入れない。税金を払っている人が

入れない。現場がやる気がない。

７月から９月の夏季においては、かたらいの郷の開館時間は、平時よりも２時間延長し、

19時までとしております。利用状況を確認したところ、現在の利用者のうち、３か所と

も、主な利用者は高齢者の方となっています。平日の一日の入浴利用者数は、およそ

100名から130名で、そのうち、開館時間を延ばしているかたらいの郷については、

17時から19時の利用者は、平均すると６名から10名程度ということです。議会とし

ても推移を見ていきたいと思います。

４

家族がグループホームに入っているが月額16万円と高額である。介護保

険だけでは賄いきれない。補助金制度などを提案してもらいたい。

※意見交換会の中では「施設に入れるという選択肢ではなく地域で共存し

て暮らしていける地域包括ケアシステムを構築するのが理想である。」と

回答した。

議会として調査したところ、一部自治体（横浜市や名古屋市などの大都市）で、自治体が

独自でグループホームの居住費を助成する事業を行っていることを確認しました。しか

し、近隣自治体での実施は、現在のところ確認できず、また財政的な課題などもあり、現

在のところ実施の予定はないようです。議会としては、介護保険事業として、課題が山積

していることは十分理解しているため、今後も注視していきます。



項目 要望・意見 現状（回答）

５

高齢者の福祉サービス（「コトづくり」を具現化してほしい。） 市が行ったアンケート結果によると、高齢者の買物の実態は、御自身で買物に行かれるほ

か、同居、もしくは別居の御家族の支援を受けたり、民間が行っている宅配サービスを利

用したり、また、介護保険の要介護認定を受けている方については、訪問介護の生活援助

を利用し、ヘルパーが日常生活に必要な買物を行っているとのことです。現在、市におい

ては、買物支援サービスや宅配支援サービスについて具体的な検討などはしていない状況

ですが、様々な事案、事例などの調査研究は行っているとのことです。議会としても調査

研究していきます。

また、移動スーパーについては、令和４年２月から移動販売車を増台して、２台体制で運

行することで、販売箇所を30か所増の市内55か所で実施し、利用者数も約１万

3,000人から１万7,500人ほどとなり、約4,500人ほどの増加の実績を確認しまし

た。

今後さらなる高齢化が加速化していくと、買物困難エリアが広がることも想定できます。

そういった買物困難地域をいかに抑えるか、また、市民が買物しやすい環境を維持し続け

るために、買物支援も含め、引き続き注視していきます。


